
西遠広域都市計画地区計画の変更（浜松市決定） 

 

西遠広域都市計画都田地区計画を浜松都市計画都田地区計画に変更し、次のように変更する。 

名称 都田地区計画 

位置 浜松市北区都田町、新都田一丁目、新都田二丁目、新都田三丁目、新都田四丁目及び新

都田五丁目 

面積 約７８．５ｈａ 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

地区計

画の目

標 

本地区は、旧浜松市の市街地北方の三方原台地北縁に位置し、浜松地域テクノポリス構

想の推進のため土地区画整理事業が施行され、道路、公園等の地区施設及び宅地が整備

されつつあり、今後住宅等が建築されていく地域である。このため、合理的な土地利用

計画のもとに、良好な住宅市街地の形成と居住環境の維持増進を図ることを目標とする。 

土地利

用の方

針 

１ 本地区においては、健全で合理的な土地利用を実現し、地区の特性に見合ったきめ

細かなまちづくりを進めるため地区を６つに区分し、それぞれの整備方針を次のよ

うに定める。 

 「Ａ 低層住宅地区」及び「Ｂ 低層住宅地区」 

  個性豊かで秩序のある住宅地として市街地形成を図る。 

 「Ｃ 幹線道路沿道地区」 

交通条件の利便性を生かし、沿道型施設等の立地誘導を図る。 

 「Ｄ 商業地区」 

  店舗等の生活利便施設を誘導し、センター用地地区と連携した魅力的な路線型商店

の形成を図る。 

 「Ｅ 学校用地地区」 

  地区内居住者の増加による需要に応じて、学校の立地誘導を図る。 

 「Ｆ センター用地地区」 

  業務施設及び生活利便施設を計画的に配置し、地区の中心部にふさわしい都市景観、

都市活動及び生活利便の維持・増進を図る。 

２ 良好な住宅市街地の形成と居住環境の維持増進を図るため、土地区画整理事業の造

成計画に基づき造成された宅地の形質の維持保全に努める。 

地区施

設の整

備方針 

地区施設は、土地区画整理事業により整備されているので、本地区計画においては、そ

の維持保全に努める。 

建築物

等の整

備方針 

１全地区を対象として、建築物の敷地面積の最低限度を定め、宅地の細分化による過小

宅地の発生を防止する。また、建築物の壁面の位置制限、工作物の制限及び垣又は柵

の構造の規制・誘導を行い、潤いのある都市景観の創出や防災性の向上を図る。 

２センター用地地区を除く地区については、豊かな緑に囲まれた落ち着いた住宅地を形

成するため、形態又は意匠の制限を行う。 

３センター用地地区及び学校用地地区を除く地区については、低層建築物による良好な

環境を形成するため､建築物の高さの最高限度を定める。 

４それぞれの地区については、周辺地区と調和した秩序ある良好な市街地環境を形成す

るため、建築物の用途の制限を行う。 

「区域及び区分は、平成 8年 4月 30 日浜松市告示第 169 号都市計画決定計画図表示のとおり」 

 

 



 

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

地

区

の

区

分 

区分の
名 称
（用途
地域） 

Ａ 低層住宅地区 
（第１種中高層

住居専用地域） 

Ｂ 低層住宅地区 
（第１種住居地域） 

Ｃ  幹線
道路沿道
地区 
（第１種
住居地域） 

Ｄ 商業地区 
（近隣商業
地域） 

Ｅ 学校

用地地区 
( 第１種

住 居 地

域） 

Ｆ 
センター

用地地区 
（近隣商

業地域） 

区分 の

面積 
約４５．７ｈａ 約５．６ｈａ 約７．４ha 約１．６ｈａ 約 2.5ha 約 15.7ha 

建築物の用途

の制限 
次に掲げる建築物以

外の建築物は建築し

てはならない。 
①建築基準法別表第

２（い）項第１号

及び第３号から 
１０号までに規定

するもの 
②住宅で建築基準法

施行令第１３０条

の３第１項各号に

掲げる用途を兼ね

る建築物で、延床

面積の合計が 
５００㎡以下のも

の 
③建築基準法施行令

第１３０条の３第

１項第２号に掲げ

る用途の建築物で

延床面積の合計が

５００㎡以下のも

の 
ただし、①から③

までに掲げるものの

うち一戸建の住宅以

外の建築物について

は、地階を除く階数

を２以下とする。 

次に掲げる建築物以外

の建築物は建築しては

ならない。 
①建築基準法別表第２

（い）項第１号及び第

３号から１０号まで

に規定するもの 
②住宅で建築基準法施

行令第１３０条の３

第１項各号に掲げる

用途を兼ねる建築物

で、延床面積の合計が

５００㎡以下のもの 
③建築基準法施行令第

１３０条の３第１項

第２号に掲げる用途

の建築物で延床面積

の合計が５００㎡以

下のもの 
④倉庫で、延床面積の合

計が３００㎡以下の

もの 
ただし、①から④まで

に掲げるもののうち一

戸建の住宅以外の建築

物については、地階を除

く階数を２以下とする。 

次に掲げる

建築物は建

築してはな

らない。 
①建築基準

法別表第

２（に）

項第２号

から第６

号までに

規定する

もの 
②延床面積

の合計が

３００㎡

を超える

倉庫 
③一戸建て

の住宅以

外の建築

物で地階

を除く階

数が３以

上のもの 

次に掲げる建

築物は建築し

てはならない。 
①建築基準法

別 表 第 ２

（に）項第２

号から第６

号までに規

定するもの 
②建築基準法

別 表 第 ２

（ほ）項第２

号に規定す

るもの 
③建築物の一

階部分を居

住の用のみ

に供するも

の 
④倉庫（建築物

に附属する

も の を 除

く。） 
⑤車庫（建築物

に附属する

も の を 除

く。） 
⑥地階を除く

階数が３以

上のもの 

次に掲げ

る建築物

は建築し

てはなら

ない。 
①建築基

準法別

表第２

（に）

項第２

号から

第５号

までに

規定す

るもの 

次に掲げ

る建築物

は建築し

てはなら

ない。 
①建築基

準法別

表第２

（に）

項第２

号、第

５号、

第６号

に規定

するも

の 
②建築基

準法別

表第２

（ほ）

項第２

号に規

定する

もの 

建築物の敷地

面積の制限 
建築物の敷地面積は 200 ㎡以上としなければならない。 

建築物の壁面

の位置の制限 
建築物の外壁（出幅の延長が 3ｍ以上の出窓を含む。）又は、

これに代わる柱の面は、道路境界線から、1.5ｍ以上、隣地境

界線から 1ｍ以上離すこととする。 

建築物の外壁（出幅の延長が 3ｍ以上の

出窓を含む。）又は、これに代わる柱の

面は、道路境界線から 1.5ｍ以上離すこ

ととする。 

建築物の高さ

の制限 
建築物の最高の高さは 10ｍを超えないものとする。 

― ― 

かき又はさく

の構造 
１ 道路に面して垣又は柵を設ける場合は、これを生け垣又は植栽として道路境界線より 1ｍ後退した位

置に設け、後退した空地の緑化を行うこととする。ただし、門及び長さが左右それぞれ 2ｍ以下かつ

高さが 1.2ｍ以下の門の袖についてはこの限りではない。 
２ 敷地への車両の出入口は、交差点の隅切り部に設けてはならない。また、中ノ町都田線及び横尾線

に面して設けられている車両の出入口は、変更してはならない。 

建築物等の形

態又は意匠の

制限 

１ 屋根の形状は、陸屋根以外とする。 
２ 隣地境界に設ける擁壁は、コンクリート造、練り石積み造及び自然石積み造（高さが 1
ｍ以下のものに限る。）の強固で安全なもので造り、かつ、景観に配慮すること。 

― 

地区内にある施設以外の施設のための看板及び広告物は、設けてはならない。また自己の施設のための

看板及び広告物は、自己の敷地以外に設けてはならない。 

「区域及び区分は、平成 8年 4月 30 日浜松市告示第 169 号都市計画決定計画図表示のとおり」 












